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 猛禽類の多くは、餌（ネズミや小型の野鳥）を丸飲

みして、未消化の部位（骨や体毛、羽毛など）を口か

ら吐き出す習性を持っている。

 

フクロウも例外ではない。上の写真は、北軽井沢の

山荘裏庭で拾った、フクロウのペレットである。大き

さは２～３㎝ほどで、黒っぽいものが多い。 

 

 ペレットは、その鳥が何を餌にしていたかを調べる

には、非常に良い試料になる。左側の標本をよく観察

すると、獣毛に混ざって、鳥の羽毛も見られる。ネズ

ミ類が多い浅間高原にあっても、小型の鳥類も餌にし

ていることがよくわかる。 

 

 右側のペレットは、様相が異なる。黒と白も混ざっ

た獣毛の隙間に、小さな骨がたくさん埋まっている。

恐らくネズミのものだろう。注意深く分解すると、ネ

ズミ１匹分の骨が、丸ごと現れることもある。 

 もしお茶大にもフクロウがいて、恒常的に餌をとっ

ているとしたら、このペレットが見つかるはずだ。子

どもたちと探してみたいと専門家に相談したところ、

「ペレット探しは良いですよね！子どもたちに科学

する目を持ってもらうと良いと思います」と、賛同し

ていただけた。 

 ちょうど４年生が「秋の自然観察」の時期に入って

いる。大学キャンパスで、さまざまな動植物に触れる

機会も多い。夜間にフクロウの声や姿を観察させるの

は難しいが、ペレット探しなら、授業の中でもできる。 

お茶大の構内には、ケヤキ、イチョウ、メタセコイ

ア、クスノキなどの巨木も散在する。すべての場所が

はき掃除をされているわけではないので、そのような

樹の下には、フクロウのペレットが落ちている可能性

もある。私は同僚の理科教員とも相談し、４年生と「ペ

レット探し」を実施することにした。 


